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RBAの利上げで潮目が変わる豪ドル相場

米ドルからの通貨分散先として見直しの余地

豪州準備銀行（RBA）は0.25％の利上げを決定
豪州準備銀行（RBA）は2月3日の理事会において、政策金利

を3.85％へ引き上げる決定を下しました（図1）。日本を除く主要
国の中で、豪州は利上げへ転換した最初の国となりました。

RBAは利上げを決定した背景として、2025年後半にインフレ圧力
が強まり、インフレ率が一定期間にわたり目標を上回る可能性が高
まったことを挙げています。豪州の消費者物価指数（CPI）は2025
年12月に前年比+3.8％へ伸びが加速し、基調インフレ率も同
+3.3％とインフレ目標を上回る推移が続いています（図2）。

RBA総裁は今後の利上げの可能性を排除せず
RBAのミシェル・ブロック総裁は記者会見において、需要やインフレ

の動向次第では追加利上げが必要になる可能性があると述べました。
先物市場では、2026年末まで1～2回程度の利上げが織り込まれつ
つあり、利上げ観測は引き続き根強い状態にあります（図3）。

また、今回のRBAの利上げを受けて、豪州と米国の政策金利は逆
転しました。米国では、5月の連邦準備制度理事会（FRB）議長の
交代を経て、先行きの利下げ継続の見方が大勢を占めており、豪州
と米国の金利差は2026年末に向けて拡大する可能性があります。

米ドルからの通貨分散先として見直される豪ドル
為替市場では、RBAの利上げ観測の高まりなどを背景に、豪ドル

を再評価する動きが広がりつつあります。

特に2026年初以降は、トランプ政権の政策不透明感から米ドル
安観測が再燃していることも、米ドルからの通貨分散先として豪ドル
が見直される一因となっていると考えられます（図4）。実際、2026
年初来の対米ドルでの通貨騰落率を比較すると、豪ドルは+4.8％と
主要通貨の中でも堅調なパフォーマンスを示しています（図5）。

また、2026年1月の為替市場では、日米当局によるレートチェック
観測が浮上し、米ドル円相場は一時1米ドル＝152円台まで円高・
米ドル安が進行しました。一方、豪ドル円相場は、米ドルに対する豪
ドルの底堅い推移を背景に、緩やかな円安・豪ドル高の基調を維持
しました（図6）。こうした足元での豪ドル円相場の安定は、豪ドルへ
の通貨分散の有効性を示唆していると考えられます。
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図1：主要国の政策金利の推移

マーケット・レター

（出所）ブルームバーグ（期間）2022年1月3日～2026年2月3日

図2：豪州のインフレ率の推移

（出所）豪州政府統計局 （期間）2019年1月～2025年12月

図3：豪州の政策金利の見通し

（出所）ブルームバーグ （期間）2021年1月1日～2026年2月3日
（注）金利先物は2026年3月限～2027年6月限。
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図4：米ドル指数と豪ドル相場（対米ドル）の推移

図6：豪ドル円相場と米ドル円相場の推移
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（出所）ブルームバーグ（期間）2024年1月2日～2026年2月3日

（出所）ブルームバーグ（期間）2024年1月2日～2026年2月3日

足元で米ドル安・円高が
進む中でも、豪ドル円相場
はじり高基調を維持

図5：2026年初来の主要通貨の騰落率（対米ドル）

（出所）ブルームバーグ（注）2026年2月3日時点。
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